
令和５年度 学校経営の重点化構想と評価 日光市立大室小学校 
 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

※学校経営の基本方針（重点化構想の根底にあるもの）……「教職員一人一人の特性を生かし、能力を発揮する学校」 
①授業力の向上 ②安全・安心な学校環境 ③教師の資質・能力の向上 

学校教育目標 

国・県・市の法令、計画等 
・日本国憲法 
・教育基本法 学校教育法 
・学習指導要領 
・栃木県教育振興基本計画2025 
・いきいき栃木っ子３あい運動 
・日光市学校教育基本計画(第３次) 

保護者の願い 
・主体的に学習できる子になってほしい 
・心やさしい子に育ってほしい 
・明るく元気な子に育ってほしい 
地域の願い 
・社会に出て活躍する大人になってほしい 

 一人一人の個性や能力を尊重し知・徳・体の調和の 

とれた人間性豊かな想像力に富んだ児童を育成する 

・よく考え学ぶ子 （知育） 

・思いやりのある子（徳育） 

・元気でよく働く子（体育） 

目指す児童像 
目指す学校像 
○子供が満足する学校 
○保護者に信頼される学校 
○地域に誇りに思われる学校 

目指す教師像 
・子供に寄り添う教師 
・学び続ける教師 
・保護者、地域に信頼される教師 

・よく考え、自分で判断し、行動する子 
・相手の気持ちを考えて、仲良く協力し合う子 
・心身ともに健康で、みんなのために働く子 

学 校 経 営 の 方 針 

１ 職員・保護者・地域が役割を果たし、協力して児童を育てる。（パートナーシップ） 
２ 愛情をもって児童を指導する。（教育的愛情） 
３ 組織で教育活動を実践する。（組織活動） 
４ 全職員が学校経営に参画し、教育活動を実践する。（参画経営） 
５ 児童の実態を踏まえて、教育活動を実践する。（児童理解） 
６ 教育の質の向上を目指して、働き方を見直す。（業務改善） 
７ 「「社会に開かれた教育課程」を実現する。（地域連携：コミュニティスクール） 

児童に身に付けたい資質能力 

「コミュニケーション能力」（知識及び技能）       相手の意図を理解し、自分の言いたいことを的確に伝える能力 
「自己表現力」      （思考力、判断力、表現力等） 自己を認識し、自分の人生・生き方を選択し、表現する力 
「自己解決能力」     （思考力、判断力、表現力等） 自分自身で問題や課題を特定し、その解決策を見つけ、解決する能力 
「自己肯定感」      （学びに向かう力、人間性等） 今の自分を認め、尊重し、ありのままの自分を肯定する感覚 

学校課題  見通しをもち 主体的に学び合う 児童の育成 
     ～自らの問いを探求する授業づくり～ 

今 年 度 の 努 力 点（◎太字：重点項目） 

よく考え学ぶ子（知育） 思いやりのある子（徳育） 元気でよく働く子（体育） 

１ ◎授業力の向上「主体的・対話的で深い学び」 
 ○「主体的・対話的で深い学び」に向けた授  

業展開の理解と実践 
 ◎コミュニケーション能力の育成 

・対話的な学びの充実 
 ◎自己解決能力の育成 
 ・自ら問題や課題を解決する場面の設定 
 ・めざす授業像づくりによる指導力向上（深い学び    

の研究・実践）※教科担任制 
  ・外国語 :大室スタンダードによる効果的な      

授業実践 
 
２ 学びに向かう力の育成 
 ○主体性を引き出す課題設定 
   ・実生活に即し生かせる課題設定 
 ○ICTを活用した主体的な学び 
 
３ ◎基礎・基本の定着 
 ○諸学力調査を生かした学習内容の習得 
   ・年２回の分析、反省、改善サイクルの実施 
 ○家庭と連携した学習定着 
   ・家庭学習の定着 
  ・自主学習の奨励、推進 
 
４ 学業指導の推進と充実 
  ・「大室スタディ」の指導・定着 

１ ◎自己肯定感を育てる教育活動の推進 
 ◎自己表現力の育成 
 ・自己理解につながる表現活動の充実 
○よさに着目し、主体性を引き出す指導の推進 

   ・個人のよさを認め合う場面の設定 
 ○目標に向かって取り組む態度の育成 
 ・現在及び将来の生き方を考え行動する態度や能力を   

育てるガイダンス機能の充実（キャリアパスポー
ト） 

 
２ 自他を尊重する集団づくりの充実 
 ○豊かな心の育成 
 ・道徳の授業の充実 
  ・人権感覚の醸成と人権意識の高揚 
 ○特別支援教育の充実 
 ・UDを意識した全学級での実践 
 ○よりよい集団生活を営む児童指導 
 ・「大室プライド」指導・定着 
  ・いじめ防止に向けた相談体制の充実（保健室連携） 
 ○ＱＵによる客観的データをもとにした集団づくり 
 
３ 協働力を育てる教育活動の充実 
   ・特別活動における児童主体による協働的な活動 
  ・学校生活の中の様々 な活動を通しての意図的な指導 
  (登校班、清掃・係活動など） 
   ・「共遊の時間」の活用 

1 体力を高めるための指導と環境の充実 
 〇楽しく意欲的に運動する機会と場の設定 
   ・楽しさを味わう体育の授業の工夫 
  ・新体力テストの分析結果を生かした取組 
   ・外遊びの奨励と安全に留意した遊び方の指導 
 
2 ◎安全指導の充実 
 〇身の回りの安全を意識して生活できるようにするた   
めの指導の工夫 

   ・交通安全指導の充実 
   ・各種避難訓練や日常のふり返り活動を通した危機   

回避能力の育成 
  ・家庭と連携した食物アレルギー対応 
 
３ 健康の保持増進のための指導の充実 
   ・保健安全指導の充実（新型コロナウイルスをはじめ   

とした感染症予防対策の徹底） 
  ・食に関する指導の充実（食を通した地域とともに   

ある学校） 
    
４ 勤労体験活動の推進と充実 
 〇児童が主体的・協働的に取り組む活動の充実 
   ・勤労生産活動の推進と充実（みどりっ子活動） 
   ・自己の役割へ責任をもって取り組む児童の育成 

評価の 

手順 

教職員評価 
児童生徒ｱﾝｹｰﾄ 

評価の共通理解 → 保護者ｱﾝｹｰﾄ   →  分析・検証・改善策  →  評価結果公表  →  実践 
学校関係者評価 
各種学力テスト・記録等 


